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エゾマツ造林に関する研究資料 Ⅴ
エゾマツの害虫

原 秀穂

ResearchnotesonsilvicultureofYezospruce,Piceajezoensis,V

InsectpestsofYezospruce

HidehoHARA

は じ め に

ここでは，天然林のエゾマツ伐採やエゾマツ造林が盛んに行われた20世紀中頃の文献を中心にエゾマツ

生立木の害虫を取りまとめた。これらは，これまでに“エゾマツの害虫”と呼ばれた種であるが，中には

被害実態がはっきりしない種もいくつか含まれる。また，ここで取り上げた以外にエゾマツを宿主とする

昆虫は多数あるが，エゾマツの枯死や明らかな成長阻害を引き起こした記録がないため除外した。

以下にエゾマツの害虫の概要を被害部位別に取りまとめる。

球果・種子の害虫

エゾマツの球果・種子害虫のリストを表－ に示す。上条（1989，1991）によれば，優占種はエゾマツ1

カサガとトウヒタネバエで，他にはオオクロテンカバナミシャクやシロスジカサガが多い。これらのうち，

エゾマツカサガは球果に非常に多くみられ，過去に重要害虫とされたことがあるが（河野，1938），若齢時

に種子を少量食べてからは球果の軸内部だけを食べること，軸内部を食べられても種子成熟に影響がない

ことから，実質的な被害は少ない（上条，1991，1994）。マツノマダラメイガを重要害虫としている報告

（一色・六浦，1961；鈴木・駒井，1984）もあるが，被害の詳細は不明である。

苗畑の害虫

苗畑のエゾマツでは 種の害虫被害が知られている（表－ ）。吸汁性害虫であるトドマツノハダニ（別3 2

名トウヒノハダニ）は数年生の幼苗を加害・枯死させることがある（松下，1943；江原，1954；江原，

1960）。ワモンノメイガ（別名エゾマツノメイガ）の幼虫は ～ 年生稚苗の地際の樹皮を食害し，枯死さ2 3

せることがある（松下，1943）。ナガチャコガネの幼虫は苗木の根を食害し枯死させる（松下，1943；倉永，

1994）。なお，コガネムシ科では，ナガチャコガネの他にヒメコガネAnomalarufocupreaMotschulsky，スジ

コガネMimelatestaceipesMotschulsky，オオスジコガネMimelacostataHopeなども針葉樹苗木の食根性害虫

として良く知られており（小林・竹谷，1994参照），エゾマツ苗木の害虫となる可能性が極めて高い。

幼・若齢林の害虫

幼・若齢林で発生する害虫を表－ に示す。エゾマツオオアブラムシはエゾマツ幼樹の幹・枝で吸汁加3
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害し，木を枯らすことがある（井上，1942；松下，1943）。エゾマツ造林が比較的盛んに行われた1950～

1970年頃には全道各地の造林地で発生した（井上，1973）。

虫えい形成害虫であるエゾマツカサアブラムシの被害は，育苗の難しさや晩霜害などとともに，エゾマ

ツ造林が少ない要因としてあげられてきた。本種は開芽間もない新芽に寄生し，寄生された芽は成長とと

もに肥大し虫えいとなる（尾崎，1994）。高密度に寄生されると樹冠が不整形になり，木の生長が阻害され

る（河野，1942；尾崎・小泉，1989）。被害木は枯死するという記述もあるが（松下，1943），本種の加害

だけで枯死することはない（尾崎，1994）。高密度の寄生は植栽後30年を過ぎると見られなくなる（河野，

1942）。抵抗性のあるエゾマツの存在が知られている（板鼻ほか，2002）。

クロエゾマツハバチは庭のエゾマツで枝先を枯らす被害が 例（原，1993）知られるだけである。新梢1

を枯らすマツノシンマダラメイガは北海道西部海岸地方のトドマツ・エゾマツに大害があると記述されて

いる（一色・六浦，1961）。エゾマツノシントメタマバエは冬芽を虫えい化する害虫で，樽前の若い造林地

に被害が多いと報告されている（井上，1964）。

壮・高齢林の害虫

壮・高齢林の害虫を表－ に示す。トドマツカミキリ，ヒゲナガカミキリ，シラフヨツボシヒゲナガカ4

ミキリは幼虫が材内に穿孔し材質を劣化させる害虫で，老齢木や衰弱木で発生することが多い（松下，1943；

井上，1953）。シラフヨツボシヒゲナガカミキリの成虫は枝先の樹皮を食べるが，食害が激しい場合は木を

枯らすことがある（井上，1953）。

木を枯らす重要害虫として穿孔性害虫のヤツバキクイムシが古くから知られている（松下，1943；井上，

1953）。被害木の枯死は共生する青変菌による（詳しくは本誌内の徳田，エゾマツ造林に関する研究資料IV，

エゾマツの病害を参照）。ヤツバキクイムシは老齢木や衰弱木を加害することが多いが（松下，1943；中山

ほか，1991），健全木をも枯らすとする見解もあり（吉田，1994），実際，外見的に異常が認められない生

立木を加害することがある。しかし，被害は必ず風倒や伐採などの施業に伴って起きるのも事実である。

特に風倒後に被害が問題になること多い。1924年に天然林で風害木約 万m3が発生した際には，その後，3

ヤツバキクイムシ等穿孔性害虫により風害をはるかに上回る25万m3以上の枯損被害が発生した記録があ

る（井上，1973；吉田，1994）。1954年の洞爺丸台風で約2,000万m3の風害木が発生した際には，ヤツバキ

クイムシ等による被害は約250万m3程度であったが，これは徹底した防除の実施による（井上，1973）。伐

採後の被害については中山ほか（1991）などの報告がある。ホシガタキクイムシはヤツバキクイムシに随

伴して老齢木を加害することが多い（松下，1943；井上，1953）。

食葉性害虫ではオオアカズヒラタハバチとヒロバビロウドハマキ（別名クロビロウドハマキ）の大発生

が記録されている。オオアカズヒラタハバチは1980年代に空知地方のエゾマツ人工林で大発生した例があ

り，激害林分の一部で枯死木が発生した（前藤， 1990，1994）。ヒロバビロウドハマキは通常は新葉を食

害するが，1956年支笏湖近くの天然林で大発生した例があり，このとき被害木は葉が皆無になるまで食害

され枯死したという（Uchida，1956；一色・六浦，1961；井上，1973；駒井，1994)。トウヒオオハマキは

モミ属，トウヒ属の害虫とされるが（鈴木・駒井，1984），明瞭な被害記録はないようである。これら以外

の食葉性害虫ではツガカレハDendrolimussuperansButlerに注意が必要であろう。本種は北海道ではトドマ

ツの枯損被害が知られるだけであるが，サハリンの天然林ではトドマツとともにエゾマツも被害を受けて

いる（上條，1977）。
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表－ エゾマツの球果・種子の害虫 （＊は主要害虫）1

種名種和名目:科

Gravitarmatamargarotana(Heinemann)マツトビマダラシンムシハマキガ科鱗翅目：

PetrovamonopunctataOkuツマクロテンヒメハマキ

Cydiastrobilella(Linnaeus)エゾマツカサガ

Cydiaillutanadahuricolana(Kuznetzov)シロスジカサガ＊

DioryctriaabietellaDenis&Schiffermullerマツノマダラメイガメイガ科

EupitheciagiganteaStaudingerフトオビヒメナミシャクシャクガ科

EupitheciaabietariadebrunneataStaudingerオオクロテンカバナミシャク＊

Gen.etsp.エゾマツオオタマバエタマバエ科双翅目：

Strobilomyiaanthracina(Czerny)トウヒタネバエ＊ハナバエ科

表－ 苗畑の害虫 （＊は主要害虫）2

種名（加害部位－加害様式）種和名目:科

OligonychusununguisJacobi（葉－吸汁）トドマツノハダニ＊ハダニ科ダニ目：

HeptophyllapiceaMotschulsky（根－食）ナガチャコガネ＊コガネムシ科鞘翅目：

Nomophilanoctuella(Denis&Schiffermuller)（根－食）ワモンノメイガメイガ科鱗翅目：

表－ 幼・若齢林の害虫 （＊は主要害虫）3

種名（加害部位－加害様式）種和名目:科

CinaraezoanaInoue（幹・枝－吸汁）エゾマツオオアブラムシ＊アブラムシ科半翅目：

AdelgesjaponicusMonzen（新芽－虫えい）エゾマツカサアブラムシ＊カサアブラムシ科

Pristiphorasp.（新葉－食）クロエゾマツハバチハバチ科膜翅目：

Dioryctriasylvestrella(Ratzeburg)（新梢－潜入）マツノシンマダラメイガメイガ科鱗翅目：

DasineuraezomatsueUchida&Inoue（冬芽－虫えい）エゾマツノシントメタマバエタマバエ科双翅目：

表－ 壮・高齢林の害虫（＊は主要害虫）4

種名（加害部位－加害様式）種和名目:科

TetropiumcastaneumLinnaeus（材－穿孔）トドマツカミキリカミキリムシ科鞘翅目：

MonochamusgrandisWaterhouse（小枝－食，材－穿孔）ヒゲナガカミキリ

Monochamusurussovii(Fischer)（小枝－食，材－穿孔）シラフヨツボシヒゲナガカミキリ

IpstypographusjaponicusNiijima（樹皮下－穿孔）ヤツバキクイムシ＊キクイムシ科

Pityogeneschalcographus(Linneus)（樹皮下－穿孔）ホシガタキクイムシ

CephalciaisshikiiTakeuchi（葉－食）オオアカズヒラタハバチヒラタハバチ科膜翅目：

EurydoxaadvenaFilipjev（葉－食）ヒロバビロウドハマキハマキガ科鱗翅目：

Lozotaniaconiferana(Issiki)（葉－食）トウヒオオハマキ


